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照ください。

1.1 リニア ポジショナー

1. 据え付け

1.1.1 フィードバック・ピン・ロケーターとフィードバック・ピンをアク
チュ エーターカップリングにしっかりと組み立てます。

据え付け位置
ピンロケーター

マーク
バルブ

ストローク
取付け
キット

フィードバック・ピン
ロケーターの向き

中央 N/A

20mm
PY3

30mm
50mm

PY4
70mm

左サイド

D 20mm
UY3

A 30mm
B 50mm

UY1
E 70mm

1.1.2  付属のフィードバックレバー、ブラケット、ポジショナーをしっかり
と組み立て、アクチュエータヨークの左側に緩く取り付けます。 
セントラルマウントの場合は、アクチュエーターヨークの右側に
マウントします。

1.1.3  ポジショナーのフィードバックレバーがバルブストロークの50％
でバルブステムに対して垂直であることを確認してください。

1.1.4  アクチュエータカップリングからのフィードバックピンは、
バ ルブストロークの長さがフィードバックレバーにマーク
された 「mm」の対応する数字と一致するように、フィー
ドバックレバーのスロット内に挿入する必要があります。 

50%

90°

フィードバックピン

レバー スプリング
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0% または 100% の位置では、リニアレバーまたはリニア レバー ストッパーがポジショナーのストッピン
グ ボスに触れないようにする必要があります。 
最後のステップとして、ブラケットをアクチュエーター ヨークに締めます。1.1.6

1.2 ロータリー タイプ

1.2.1 ポジショナーボックスには2つのブラケットがあります。

以下を参照し、アクチュエータのステムの高さに
応じて、固定する上下のブラケットのボルト締め 
位置を確認してください。 
次に、M6ボルト、ワッシャー、ナットを使用して、
ポジショナーのブラケットを組み立てます

1.2.3  ポジショナーのメインシャフトの中心がアクチュエー
ターのステムの中心と適切に位置合わせされている
ことを確認してください。

1.1.5 

ストッピング ボス リニアレバー ストッパー

ストッピング ボス

リニア レバー ストッパー

触
れ

な
い

よ
う

に
！

アクチュエーター ステム

アクチュエーター

30 (H)

アクチュエーター

アクチュエーターの移動量
20 45.5 26.5 39.5 52
30 55.5 26.5 39.5 52
50 75.5 41.5 39.5 72

PP6型空空ポジショナー

1.2.2 

1.2.4 上記の手順3で説明した位置合わせを考慮して、ポジ
ショナーとブラケットを締めます。
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PP6型空空ポジショナー

2. 圧搾空気の接続

2.1 シングル（単動作）サイド マウント

2.1.1  リニア、Direct Action（正動作）、シングル動作の場合の配管とスパンの関係

圧搾空気喪失時に上に移動

正動作：Direct action 逆動作：Reverse action

空気供給
入力信号が増加した時

DA 
アクチュエーター

圧搾空気喪失時に上に移動

RA 

スパン
空気信号

2.1.2  リニア、Reverse Action（逆動作）、シングル動作の場合の配管とスパン調整の関係

2.1.3  ロータリータイプ、シングル動作の場合の配管とカム調整の関係

正動作：Direct action 逆動作：Reverse action

RA RA 
アクチュエーター

Span

ベアリング
スパン

カム

スパン

カム

入力信号が増加した時
空気供給

空気信号

注: 中央マウントの場合は、スパン レバーを逆にします。

正動作：Direct action 逆動作：Reverse action
注: 中央マウントの場合は、スパン レバーを逆にします。

アクチュエーター

圧搾空気喪失時に下に移動 圧搾空気喪失時に下に移動

アクチュエーター

入力信号が増加した時 入力信号が増加した時

空気信号
空気信号

空気供給
空気供給

入力信号が増加した時 入力信号が増加した時

入力信号が増加した時

ベアリング

空気信号

空気信号

空気供給

空気供給
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2.2 ダブルタイプ（複動作）サイドマウント

2.2.1 リニア、ダブル動作の場合の配管とスパンの関係

正動作：Direct action

スパン

入力信号が増加した時

逆動作：Reverse action

空気供給

空気信号

PP6型空空ポジショナー

2.2.2 ロータリー、ダブル動作の場合の配管とカム方向の関係

スパン

カム

ベアリング

正動作：Direct action 逆動作：Reverse action

ベアリング
スパン

カム

注: 中央マウントの場合は、スパン レバーを逆にします。

入力信号が増加した時

空気信号

空気信号

空気信号

空気供給

空気供給

空気供給

入力信号が増加した時 入力信号が増加した時
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3. 調整方法

3.2 スパン調整

3.3.1 自動/手動スイッチはパイロットユニットの上部にあります。
このスイッチにより、ポジショナーをバイパスして素通りさ
せることができます。
スイッチを反時計回り（「M」方向、手動）に回すと、入力信
号に関係なく供給圧力が直接アクチュエーターに供給され
ます。
一方、スイッチを時計回り（「A」方向、自動）に回すと、ポジ
ショナーは入力信号によって正常に動作します。

3.3.2  スイッチを「M」に向けて緩める前に、供給空気圧力がアク
チュエータの定格空気圧を超えないようにしてください。

「手動」機能を使用した後は、必ず自動/手動スイッチを
元の「自動」に戻すことを忘れないようにしてください。

スパン
調整ねじ

自動/手動
切り換え
スイッチ

Manual：手動 Auto：自動

PP6型空空ポジショナー

入力信号空気圧を初期値として 0.02 MPa (正動作の場合 0.10 MPa) に
設定して、調整用ダイヤルを回して調整します。
   時計方向に回すと、バルブは閉じます。
反時計方向に回すと、バルブは開きます。

3.1 ゼロ点調整

ロックねじ

ロックねじ

スパン調整ねじ

3.2.1

3.2.2 

ゼロ点調整後、入力信号空気圧を終点圧力として 
0.10 MPa ( 正作動の場合 0.02 MPa ) アクチュ
エーターのストロークを確認してください。

スパン調整すると、ゼロ点調整に影響するので、ゼロ
点とスパン点の両方が適切に設定されるまで数回繰
り返してください。

3.2.3 

ロックねじを緩めて、スパン調整ねじを回して調整しま
す。
広げるには＋方向に、狭くする時は－方向にします。

3.2.4 調整終了後はロックねじで固定します。

調整用
ダイヤル

3.3 Auto：自動 / Manual：手動の切り換え

3.3.3  




